
食生活翠壌の骨密度変化に及認す影響

一出村と漁村(J)比較般学調査がらー
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はじめに

しく E霊答TQo骨粗慈愛7J.ぴぞれに滋人17)骨折i土管綴撃毒症をさま盤としてJ;こ句、 Qualityof lifeを

f辛うf季折の予防i立言語露合化社会にJ;ltる3重要な言葉遂となっている。多表選E豪閣を明らかにし、疾織の巨当然

史を解明Tることは疾病予防の第一歩となる。

大滋骨頚書s1寺折の実室長iこ濁しては、 1987字、 1992年と玲初年の 3屈にわた与全国医療金量殺を対象に

議si;養護警査による火事星稜芸員部骨折発投芸事(Incidence)務査を実絡した。その給果多量役話料ま年齢とともに

高くなること、お殺をこえると努に比べて女は 2t審議議くなること、援を近の 5"手主審の多量伎数のま整理事iま5

万31'・人から 7万6千人、き万2千人とに増加していることを明らかにした ]-4i。また黄色域差がみら

れることからライフスタイルに何らかの要凶があることを添峻した。大総t守主良部f号訴に罪唱しではヨー

ロッパ池中海沿主義言者関との共同夜予言 (MEDOSS吹 JDY) として災後したC国eO叩 trolStudyによ持管折

予防に日本霊長自のライフスタイルが関与していることを示した。 5)大勝守号ま嘉吉5骨折のように、骨折す

れば必ず霊長i~者自量殺を訪れるような疾患には、 3定態把鐙や多量銭安閥解明に緩淡施設言霊堂華やCase Control 

Studylま可能であるが、ほとんどの然疲状のまま多在家する椎骨骨折や骨組講義主主のような退行然変性疾

患の手奇抜要因究明には前向き{コホート)研究詩句之可欠となるト目。しかしコホート研究にはもまさ識者

である生農薬草佼民の協力は勿護者、保健所や符役場、地:les室主事会の協力が必警警となり、コホート研究を継

準記するのには若手大の費用と労力を獲し、爽Mlilま緩めて函童生である。幸い、われわれは主主主義の総合的鍵

康管支患を目標に、和歌山県内17)後後設立子のことなる差是UJ材、漁村iこコホートを設定することが出来

たト12)。

本研究は1999年から鍛∞王手にかけて差是llJ村では10王手g、T書了では7年認の骨密度減主主17)1車跡調査を

正義守主~施中である。王子成10if.1f 1ま漁業の貯の成議案のみを報管したが、今回は港整山幸すのJiX:綴を仁科Lぺこ漁
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研究方法

1.対象地域

調査地域は和歌山際ゆ央部に位置する山

間部農村美山村 (M村)と、太平洋沿岸部

漁村太地町 (TlIlT)にコホ…トを設定したo

i湾主主竣の背景を委託lに泌す。弱地竣を比較

すると、 ul襲警毒事選塁本?と議室付il)特色定立さ宣言寄告

に表れている。平均気綴 (M村12.2"(; T 

調Jl7.4'C)、降水幾 (M村3，550mm、T町

2，918mm)とも附地域では著しい差が認、

められる。

山村ではあ議案以上人口が3i!!1近く、卒宇野

表 1 両地域の務音量

1貝目

地主義())緩饗

19幸吉年

人総総長主liI.上人口{主}

λD事告i室{人/ま縫っ
死亡率{人口1，000対}

林野I葡壊(%)
平均気濁('Cl

日!現時間(1時踊/年}

降水置{細川

M 村

出関節的革里村

Z，37Z 
28.7 

14虐事

ZZ.3 

93.5 
12.2 

1，34札9

3，550 

T Iflr 

f語路綴())漁村

4，098 
21事 7

697.1 
16.1 
56.1 
17.4 

2，224.4 

2，918 

道積雪議会の喜善い、香~jï露主主主主である。漁村はùl害すより言語験fとは室長く、人口後援E治安言語く、王子均気温の潟

い地主主となっている。

2.対象者のi議定方法

コホ←トの設定方法は住民台帳に義づきM村では1988年12月31日毛見守主で40-79歳の全住民1，543

人 (~716入、女827人)を、 T町では1992年 6 月初日現在で40-79~抵の会俊民，2 ， 216人(男 1 ， 028 人、

女1，233人〉を対象とした。この対象者会関にベースライン説査としてE抗日式謝釜ー祭を配布し、「寝室

主棄と主主浴室~.tJむこ関する質問調査j をき定書撃した。 Z翼闘は室主主主霊童、家主主要襲、食会長活習慣、 F書好、童文t鶴、

事毛主堂、心聖堂、機運妻、安ま緩・出盗塁重など章']125毒装gで語うる。主主害すでi立1，汲3人中1，369人 (88.7%)、T

童子では2，261人以1，610人 (71.2%)から邸主事が得られた13-HJ。この滋事与が鋒られた対委員の取から40

-79~誌の男女各50人計400人を無作為 iこf宙技i し、骨密度をiF.U定した。

3.骨W:lf:置測定方法

f守幸寄療の測定;立M村では1990年、 1993若手、 1997年にLunarDPXをfflい、 T町では1993年、 1996年

;こHologicQDR-1∞Gを用いて老若留と!潟…の3車検者に行った。なおM村では10年目、 T担Iでは71ドおの

?号室苦笈義議後を19事告王手から2∞9年にかけて滋そ宣言主主主!f!である。

滋U'i主義s伎はE要数議後像 (L，ーし}および大E選管頚務、大義草子然、 Ward三角とした。対委量殺には毒事

前に本語審査の民的や骨密度i邸主主の3霊祭、放射線の被爆等について鋭明を行い、承諾を終え:。

4.傍若宮度変化の算出方法とfastbone 10ωrの定義

f争後援足の変化率は以下の火で音十鈴した。

選2ft詩草作品)= j(追獄、時骨草署度一初任除後度l/初図骨望普段IXIOO 

まえ:、青空苦度低下主与が王手間 3%以上のものをfastbone 10ser15
)とした。
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5.骨密度測定時の身体計測と問診墳闘

骨密度測定時には身長、体重、星雲隠な1::'の身体計測を行ヮた。!明言舎についてはコホート絞定時の

鶏査項呂以外に傍幾度変化;こ影響を及ぼすと考えられる渓笥を滋加した。すなわち、主主治資険とし

ては牛乳や小受注などのカルシウム主義液状茂、 j歪裁の実主主状況、長完投霊堂としてはすきま号、意義主義務、誇切

除、腎透析、綴祭主主としていわゆる安泌総{後緩抗不安蒸しカルシウム、歪5警手E主号室ステロイ?ヘ

経口遊好‘菜、火性特有の項目としては/:!lil主主堂、授乳日妻、月産量状況を加えた。

成績

1 .対象者の4毒性

ベースライン調査時における対象

者 o毒殺200名、女性200名)のうち、

経集長変化を綴季語し得たのはM村355

人 (88.8%)、T壁T369人 {会仏 3%)

であった。後・年代別の対象委主と

助:者数を淡2に、表3に対象の身体

特性イ殺を泌す。対象者の身授は岡地

主主とも年代とともに低 Fしてお号、

5幸俊の益金主主千1:; 1こえして5O~70斉逮代は

有意に低か2 たゆく0.05)。また5毒

性50員長代と比べて70歳代の身長は有

裁に低かった (p<0.05)。女憾でも

40芸誌イ'tlこ上ヒペ60、70歳代!l)対象者の

身授は専守主主;こ低く (p<0.05)、また

50定義代、 60歳代の対重量殺とよちしてお

歳代女性の身長は荷主主に低かヮた

(pくO“05)。

体重重も両地域で男女とも総量告と共

に飲下しーでいた。 5意後では手軽主主主主と

量軽2 追跡対象者の性・ 1手暗殺分布

初主主議室長
追跡露関議

区分 男 女

Mきす .T筒J M村 T欝r M村 TIlIJ

総数 2言語
問問似言語 5}}}!;鰍ぬ48{{き25}}!;縦48(訓}

40-49 50 4!(喜2.0):48(事6.0 宮8.0):48( 96.0) 

50-59 50 45(自0.0) 47( 94.0) 4B( 92.0) 50(100.0) 

60-69 50 46( 92.0); 49( 98.0)， 47( 94.0) 47( 94.0) 

70-79 50 38( 7川町川}ω(8川|必(86.0) 

表3 対象者の身体寺毒性

男 女
E互分

党主註(cm) 体重(kg)語版 E 葬者幾(om) 体重(kg)B M 1 

| 総数 161.4 57.6 22.0 148.4 49.1 22.2 

M 40-49 166.3 63.5 22.9 152.3 53.1 22.8 i 

50-59 161. 8 59.宮 22.8 149.7 50.8 22.6 

村 60-6宮 15乱高 55.話 21.8 147.1 47.3 21.8 

?事吋7事 157.5 50.7 Z告.4 144.0 44.7 zl喝5

憲章数 165.0 63.6 23.3 152.3 53.き 23.2 

T 40-49 I普8.8 68.7 24.1 154.7 54.5 22.8 

50-59 165.8 63.5 23.1 154.9 5事.4 24.8 

町 60-69 163.1 63.0 23.6 151.1 52.2 22.8 

70叩 79 161.4 58.0 22.2 147.9 48.9 22.3 

も40主義代の体重とょとして、的、 70歳代の体3重iま専守宝まに低かったゆく0.05)。また70歳代努後!l){本3震

は50滋代、 60歳代の手本3撃とよむ絞しでも宥慈iこ{氏かった (p<0.05)oM村では女性も男性と問機め{隠

向が認められ、 40歳代の体設と比して、 60、70，歳代の体重は有意に低かった (p<0.05)。さらに70

義援代の体重は50歳代、 60総代の体重と比較しでも宥窓に低かったゆく0.05)。しかし、 T町のy;性
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では50歳代が他の若手代によヒして手l~まに高く、 40、 60、 70歳代はほぼ問機の値を示した。

これをBodymass index (BMI)守みると、 M村では、男女とも年齢とともに低下傾向にあった。

男性では70歳代古河0、5Q歳代に比絞して有意にBMIが低かった (pく0.05)。しかし女性では年代閣

に統計学的有意差は認められなかった。一方T釘では男役では年齢とともに低下傾向にあり必歳代

に比べ七70歳代のBMH主導裁にままかった匂<0.05)。しかし女倹て?は50寿美代が他の年代;こ比べてギ言

語まに言蓄し 4号、 60、70露支f立はほぼ問機の鐙をjJCした。

2.骨密度の位、年齢別変化

事JJ!i支持と返事事時の援機管室寄E置のMキすとす罰Iの平均値と標準翁笈を{住h・年fi';gUに図 1に示す。 M村可?

iま1要稚L2-4の骨密度の平均儲iま努憾では40主主代から初回時1.181g/cm'、i島跡時1.171g/cm'、50歳

代は1.155、1.150g/cmヘ60歳代1.022、1.01lg/cm'、70歳代1.061、1.048g1cm'となり、いずれの

韻村

g!c回 2

1.5容
女f生

1.00 

0.50 

0.00 
40-4歩 50-59 60縄697ふ79 40鯵4950-59 6ふ697事補7控

r曲目骨

積率普話番線

T母子

g/cm' 
1.5時

女性

1.1 
1.00 

告.5母

O.脅8
4か4型 50-59 60‘6雪 70機 79 40-49 S仏59 60-69 7申嗣79

図 1 腰椎骨密度の比較
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踊村

% 

0.0 
4仏49 50.59 60蝿ω ?ふ79

司2.5

縄5.事

.7.5 

Anu -
a智を

え

(%) ro町
It i:| 

40:.49 50山59 6仏語空 70・71)

関2 骨密度変化運震の比較

年代も 3年前の初巨否認霊堂時よりも低下していた。女性では、 40歳代初級1.185g/cm'、途跡時1.171

華々 が、 50歳代iま綴に0.986、O.号41g/cm2、60綴1tO.853、0.835g/cm'、70歳代0.777、0.760g/cm'

となり、いずれの年代マも主意思書官査時よち低下していた。しかし、男女とも初聞とi鹿島害時の管努J3t

に統計学的手干3主主事はみられ令かった。

τ重工の男性別ま総裁代、初E悲し052g/cm2、i車線雲寺1.059g/cm'、50歳代は0.982、む.992g/cm人 60

歳代1.042，1.055g/cmヘ70歳代0.966、0.971g/cm'となり、いす守れの年代も 3年前の初思議後時

よりも上昇していた。

cnリη
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Z
 



一方女性は、 40歳代初回1.074g/cm人追跡時1.ω3g/cmヘ 50紙代は}Ij賞lこ0.917、0.899g!cm'、60

歳代O.782、0.778g/cmヘ 70員長代O.775、0.770g/cm'となり、いずれの年代マも初悶繍療時より低

下していた。しかし、男女とも初回と追跡時の管機度に統計学的有縁室長はなかった。

これを 3年間の変化率でみたものを図2に示す。 M村での腰椎骨甲賀、躍を後化事lま1j!Jl設.40自主代-0.53

%、 50歳代-0.40%、60歳代ー1.07%、70歳代-1.53%となった。女性は40歳代から)1阪に、-1.53

%、 -4.34%、-2.26%、ー2.36%となり、骨議の変化率は努性総数では 3年間マ…0.84%とほと

んど変化がみられないのに対し、女性総数で-2.6%の管盤の減少がみられたu

T町腰機管宥度変化率は男性40歳代0.59%、日O歳代1.02%、60歳代1.28%、70畿<<:0.08%となっ

た。女性は40歳代から 11演に、 1.06%、-3.07%、-0.31%、-0.60%となり、女性の50員長代ヤ賞受

も低下等が大きかった。

潟地主義の大腿骨近{立部の骨密度変化率についても位、年代別に表4ーし 2に示した。 M村rJ)*
腿背綾部の骨密度は男性40歳代では初回O.宮75g/cmヘ追跡時0.970g/cm人50主主代では0.909、O.告12

g/cm'、60蕊代0.813、O.紛5g!cm'、70歳代。‘784、O.772g/cm'とな号、 50歳代会除いていずれも低

下していた。女性の大腿管室義務骨密度は必歳代初1ill0.882g/c田ヘ i車線跨O.873g/cmヘ，坊主主代は綴

き軽4-1 大経舎近佼毒事の平均骨密度と骨密度変化率{主主将〉

文章義脅軍基毒事 Wa吋三書
草分i袋容鵠

i !初重苦(g/O:/)1;喜藤(g/c.')1変先制草;i拐怒(g/co')1這量挙(<10:/)

大事E子

翠生率(%)湘(g/ca')I"，II>(認i1齢制%)

3 総数 0.871 1 6.部6 I 寸 .55 I 0.736 I ι719 -1.事2 I 弘009 I 立81l 1 0.41 

却問問輔 ; 弘幸75 I 0.970 I -6.67 I 0.854 I 色8謡 -1.02 I 号.870 I o.器3 I 1.38 

第 j諮問問鍔 ! 札参喜多 j 弘幸12 I 6.品 O. '181 1 6.759 -1.36 I 0.863 I 0.870 0.97 

鵠阿部 j 仏語13 I 弘幸05 -0.64 I 立661 I 0.64量 時 1.73 I 0.174 0.764 -1.35 

得…79 I O.湾4 I 弘m -1.4喜 6.6胡 0.618 -3.17 I 札'123 0.723 6.84 

総数 0.73事

49何 時49 O.草書記

女 I 5喜一惣 0.7説

告.727

0.873 

号.735

0.668 

0.613 

ぺ.36 I 号.626

'0.6草 j 弘81号

音.37 I 号.63喜

0.609 

0.801 

0.619 

-1.42 
時 0.87

-2.33 

0.660 

0.171 

0.686 

0.605 

0.558 

0.651 

告.775

号.671

0.593 

0.551 

-1.31 

0.61 

-t.79 

誌分

盟

女

66…69 0.616 

79…棺 0.632

~O.65 

-1.83 

0.545 

号.488

0.529 -2.01 

0.470 暢 0.44

-l.45 

-2.85 

4 2 大総勢滋t立総の王子均骨密度と骨密度変化等{T町)

島u者綴綴 羽町d三角 大転子

年齢 耕臨(g/crl)道義勝(0/'.')I饗俗芸界(自〉胡翻(gf<<')追静(g!crb:蛮弛縁切) 相阻(gl担勺湯華客(g!CJli) 葉佑"，m
結腔 0.795 0.798 0.48 0.5邸 0.55Z -0.25 0.694 0.706 1. 78 

40-49 O.酪4 0.$6 0.Z6 0.660 0.64宮 同 1.78 0.740 0.756 1.99 

純一59 0.810 0.006 -0.21 0.596 0.575 附 2.06 0.701 0.713 1.58 

60-69 0.776 0.783 1.02 0.511 0.508 吟 0.24 0.693 。‘706 1.92 

70-柑 0.713 0.719 0.93 0.439 0.456 4.00 0.624 。‘634 1.57 

総数 0.682 0.680 -0.21 0.489 0.471 問3.46 0.568 0.566 0.47 

40-4~ 0.793 0.778 -1.66 0.663 0.638 問3.73 0.670 。.669 ー0.17

50-59 0.703 0.701 0.06 0.513 0.492 -3.39 0.596 0.593 -0.50 

60-69 0.623 O.日30 1.47 0.397 0.387 問2..51 0.513 0.510 -0.46 

70-79 0.601 0.596 市 0.74 0.368 0.354 吟 4.26 0.484 0.480 防 0.78
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に0.754、 0.735g/cmヘ 60歳代0.6潟、 0.668g/c四ヘ 70~義代0.632、 0.613g/cゲとな号、いずれの若手

代でも俄ドしていた。 3年間の後化等マみると、火総傍受員総骨蜜度変化率は5態依40綾代 0.67%、

50歳代0.44%、60歳代 0.64%、70歳代 1.48%となった。女性は40歳代から順に、 -0.68%、

2.37%、-0.65%、 1.83%となり、ここでも女伎の50総代で最も低下型容が火きかった。

Warせざさ1警は懇女ともいずれも 3年襲警で低下してお号、その低下至宇治50室長代交伎で緩も大きかった。

大車草子iま災'1設では60歳代を除いて上昇していたが、女性では40歳代を要注いで稔γしており、その後

下率は70歳代で設も大きかった。

なお、労1とともいずれの昔日{立でも初回と 3年後のう守宅管皮値は統計学的に宥意な差は認められな

かっfこ。

T喜子のチ¥:A選管i豆{主務の背後選定要変化でほ、大E還すき芸裏表5て73毒性の50主主代で低下が見られる伎はよ災{綴

向にあった。女性は40歳代、 70選定代で低下傾向にあるが、 50、60歳代ではよ芥していた。 Ward::::鶏

の骨草野皮 i土~-tととも男性の70泊先代を除いて 3 年間で低下しており、平均f氏…ド主幹も最も大きな官官f立と

なった。大車王子は男性ではいずれの年代でもよ界していたが、女性では低下しており、その低 FE容

はお歳代で最も大きかった。

3. f，呂slbone Ioserの頻度

fast 初出 losersの出現頻J3tを↑生、年代別に表5…し 2に示すoM村では総数でみるとE善後で2.4

% (4;g，)、女性で9.7%(18;g，)であった。男性に対して女性に多く、特に50歳代では約 l紛がfast

七onelo開rの総壌にiまいる φ

TIIITでは総数でみると3専務ムで2.2%作名}、女伎で6.9% 03名)であった。重要機認-4でみると、

f制柱。neloserの頻度i立、いグれの去五位でも努殺にょとして女性;こ多く、ヰ寺;こ50歳代では14%がfastbone 

Joserの続時事にはいる。

意襲 5… 1 f;主51加 neJos伎の部位別頻度 (M村)

年鯵 ;対象数!
一一

Ii':分 L2-4 大草草脅聖霊祭 曹a泳三三発 火事王子

総数 170 4( 2.4) 5( Z.君) 28(16.5) 自{五.3)

40-49 41 。(0.0) 。(0.0) 3( 7.3) 日(0.0) 

50-59 45 1( 2.2) l( 2.2) 5(11.1) 1( 2.2) 

60-69 46 1( 2.2) 3( 6.5) 11(23.9) 5{tO.9) 

70-79 38 記(5.3) 1( 2.6) 事{也3.7) 3( 7.9) 

総数 185 IS(普.7) 14( 1.6) 44(23.8) 24(1:1.0) 

4告 49 4量 語(1仏2) 3( 6.1) 7(14.3) 2( 4.!) 

京 50-59 46 500.9) 3{ι5) lZ(忠告.1) 4( 8.1) 

60-69 47 2( 4.3) 2( 4.3) 日(19.1) 8(11.0) 

70-79 43 日(14.0) 6{t4.0) 16(37.2) 10(23.3) 

L-……… 

) I有i主%
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表 5-2 fast bone los告rの部俊部猿度 (T筒}

区分 年齢 対象畿 L2-4 大鍵脅額商. Wa吋5主F理 大転芋

総数 181 4( 2.2) 3( 1.7) 36(2l.5) O( 0‘0) 

4喜一49 48 1( 2.1) O( 0.0) 806.7) O(仏語}

現 5号-59 47 O( 0.0) 1( 2‘!) 13(27.7) 号{仏号}

60叩 69 49 号{仏寺} 1( 2.吾} 11(22.4) 告(0.0) I 
?号畑町79 37 3( 8.1) 1( 2.7) 4(10.8) 号{号，号}

総数 i草書 13(ふ量} IO( 2.3) 63(33.5) II( 5害事}

4ilω4事 48 4( 8.3) 6(12.5) 12(25.0) 4( 8.3) 

女 50-5書 50 7(14.0) 2(ι母) 16(32.0) 2( 4.0) 

60--6車 47 1( 2.1) !( 2.1) 20(42.6) 3( 6.4) 

70…79 43 1( 2.3) l( 2.3) l五(34.9) 2(ι7) 

}内iま%

4. 間言会議3霊長主義議

地域住主誌の線機後2野俊変化に霊長害警告与える要因について、選択項目の頻度を表6-1、2に示すo

M村は男性では既往在をから撃手i霊析、カルシウム斉IJの服用盤、副腎皮質ステロイドの服用燈の陽性君事

が3%以下と低く、女性では機尿病、関切除、腎透析の既往、副腎皮質ステロイド、経口避妊薬の

服用授の険性喜容が低かった。

T町の男燃では既役E置から腎i愛車庁、 E列車手E定資ステロイドの服用歴の陽性率が低く、女性では胃切

奇襲s… 1 務室豪語毒劇の船渡頻度 (M村)

fK 分 努 女

際設立ま 脅ま誇 70(41.2) 34(18.4) 

総波書籍 き(5.3) 4( 2.2) 

F望総務 11(ふ5) 3( 1. 6) 

事言滋害時 1(仏語〉 O(号。0)

緑豊喜 トランキライザー き(5.3) 17( 9.2) 

カルシウム講義 4( 2.4) 14( 7.6) 

重立資重量3重文子三日イ F 告(0.0) 告(0.0) 

総cl量室長王幾 3( 1.6) 

重責 務 ま躍注飲んでいる 117(事8.8) 3508.宮}

理嬰 鐙 混在殺っている 86(5詰.6) 9( 4.9) 

運動 遜 1縛調以上 54(31.8) 30(1昔.2)

多行 1 ElIB寺湖以よ 112(65.事) 132(71.4) 

牛乳 週あたりの授買主主主紋a 2.59(2.83) 3.18(2.99) 

魚 遡あたりの摂取閲数a 2.91(2.15) 3.01(2.06) 

内l立%
#:平均(機時停{胤幾)
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表6-2 調主筆漢呂のど担綴頻度{す襲n

Eま 分 害号 i;l: 

民主往歴 幸号 訴 42(23.2) 24(12.8) 

著者燦街 19(10.5) 日(4.8) 

関削除 ll(喜.1) 3( 1.6) 

腎滋主持 告(0.0) 告{自.0)

ß~ 草案 トランキライザー 8( 4.4) 1l( 5.9) 

カルシウム量産 l2( 6.若} 30(1ふ告}

蕗l降雪皮質ステ羽イド l(司.6) J( 0.5) 

経r:l滋妊薬 1( 0.5) 

~ 現在飲んでいる 118(喜5.2) 46(24.5) 

E車盗殺っている 64(35.4) 7( 3.7) 

減数 滋1a時限以上 53(2書.3) 37(19.7) 

牛乳 返品ろた担申摂取回数詞 3.6( 3.0) 3.8( 2.9) 

チーズ 滋あたりの1箆験回数e O.5( 1.3) O.6( 1.3) 

魚 i圏あたりの談E民主主数‘ ふ2(1.7) 2.2( 1.7) 

)ぬtま%
#:平均{様準偏差)

徐、撃手透析、蔀j撃手皮質ステロイド、経口灘妊薬os量fflH警

の陽性望撃さを低かった。

女性o出燦燦や}j豪華iこ関する機関を表7にぶした。 M

村守l討す象者O95%以上、に以要量産があり、ほf18紛が閉

経していた。 T問。では対象者の90%以上にIfl産肢があ号、

7iWが閑絡していた。

5.間営委項I'lと傍密度変化との関連

1)絞殺歴

表7

阪分

|出議後 あ号
なし

経あ号
務総

tJ::牲に詩書する項目

河村 T~畦

l7S(古語.2) 171(91.0) 

7( 3.8) 16( 8.5) 

3408.4) 53(2事.2)

150(81義 1) 135(71.8) 

}応iま手五

att主E震に{努する羽目として、骨折、総長史書号、胃切除などの秘書事別に背後疫を比較したところ、

す釘では務尿病が骨老若度低下に!鴻遂がみられたが、 M十?ではどの既往皇室も食後度にお実家な差は見

られなかっ また君主主長自きと骨密E誌についても疲意な関Jii立見ふれなかった。

2)食主役滋習後

金魚?首潔慣のうち、カルシウム供給j際として、今季しと骨訟皮on喜連について検討した。現在護士

んでいる牛乳の頻度については有縁な差は絞められなかったが、 25施主を越えてから50量生まで飲ん

でいる牛乳の綴皮!oIHこf号待度をよと数したところ、防1t女燃において、牛乳を鎗日支えむ入の大腿骨

頚き自のL~を苦疫がi滋 l 回以下の人によ乙ベて務意に常事官度が高くなっていた (pく合.05) 。
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3)護士j銭・惑を燈習慣

芝草夜IJ)童文滋状況を、童文んでいる務と、童文んでいない{欽んだことがない・やめた}畿とにわけ

で受幾度を比較した。男性では、童文ん?いる絞め管密度1J)5.子均{童はE妻役、大事差す号室菱総とも童文んで

いない若手に比べて有意に認かったやく0.05)。

喫燈については、現夜嬢芸事を吸っている護学と吸っていない(吸ったことがない、やめた}若手に

わけで骨密度を比較した。 5号セE'e'i立場建;燦春季の管密度の平均値は腰樵で;立吸っていない護学に上ヒペて

有意に低かった (p<0.05)。大E選管室賢官日マもi河様に吸っている群の:方が吸っていない然より低い

傾向にあったが、有意義はなかった。

4)遂動習慣

25殺を越えてから茨夜までに汗がでるほどの運動をしたかどうかについて、一週閥のi翠動頻度

郊にわけて菅密度を比較した。総長ま代男性の大革主管頚毒事の管室警震を比較したところ、滋211il以上

i霊童議する群がしない、あるいはたまにしかしないという群に比べて夜景まに努祭皮が認かった (p

<0.05)0 

考察

一般住民の骨務度の分布とその正常総関と加齢にf半う減少の稼皮を明らかにすることは骨粗繋症の

自然史の解明の観点から綴めて議事警なことである。しかしそのためにコホート研究を実施するには多

大の労力と費渇が必要となる。

また入館集団を対委員とする場合、殺に研究のためだけに翻療を行うのでは俊民の協力は得られない。

また、検診を議審議議して爽絡していくたぬ;こは、自治体IJ)繁栄として彩絵の検診災主主のみでは住民に受

け入れられにくい。我々は、主主淡の総合的健康管理をg採に、級建支w主義IJ)Lおきまと漁村IJ)コホートを君主

定する事が撚来た。このような試みは、住民の王霊祭を得た寺えで、自治体、保健所など地主義IJ)後燦づ

くりに関与する機関の協力を絡で研究体制jを構築することによ与符合きとなる。

一方、検診の健を総統し、 f去の評価に反映するためには、使双機苦替の事費度管理が重要である。こと

に複数の機器が名所マ問時に使用されている骨粗終液検診?は、後覧会?官僚の標準化がかかせない6.7"tヘ
このため、われわれは主導機滋聞の測定値比較には十分泌3設省ど仏い、 ~J 白機種を用いた場合の問一i測定

の日差変動とキ集委主測定者の測定誤差についても磯認し、 f奥}有機緩の変動計数が0.35%と極めて低い

とも確認、しているm。

以上のような議長後な綴準化を行ったコホ}ト研究から、殺を皆授の低下主事i立男性よ母も女性の方が大

きいこと、さらに努後波紋年齢と共Lこ低下するが、減少翌容は主F代 4こよ誇大きく異な号、女性のめ喜美代

で最も低アする害容が大きいことが明らかとなった。

また管吉宮、E質量変化iま草案縫によっても大きく葵なるといえる。事著者らの緩祭ではw村主主主毛の脅宣言惑をの後
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ア療は、ほとんど常に漁村牧民のそれを上回っていた。IiJ宇すと漁村の管室景函子の比較では、liJ寺?では

漁村に比して日照時間が少なし枠組事さ症の予防要因、であると考えられる日光曝霧特務が少ないこと

を示唆する。

住民の体格では、術協主義で5尊女とも40歳代がもっとも身授が潟く体重も重いという、閉じような年

露骨分布を示しながらも、 5誇?散では身長で約 4c冊、体3撃で章~6 キ口、た性では身長で約 4cm、体重で

4キロ(j)差が認められる。やせが営迩怒症の危険協子会で為ると考えられているため、ここ(j){事務(j)擦は

説得議主主の骨密度低下君事(j)~震に影響を及ほしていると考えられる。

さらにいわゆるぬはもonelosersが男性ではいずれの主主義までも 2%と低いが、女性ではt額約7%、liJ宇ま

では10%存在した。このように女性において少なからぬ?組合で急激な骨量低下を主主るものがいるとい

うことは、骨視線君主のぞ予|坊のうえで認識しておかなくてはならない数字であると考えられる。 f寺粗幸重

症の危険若手と著書えられ、早急に予防対策を必要とするfastbone loserが検診からもれないようにするた

めには、脅空苦)J!低下診療に対する危検IZSI子を把援することが必獲である。すなわち、議危険鮮を鋭定で

きる要因が務らかであれば、事前の照喜多などで対委主務を絞ることによ号、ま告議議会長還に一事衰の検診を

おこなうよ与も、貴重糸約主主検診をおこなうことがぞきるからである。

今回の調3壁、れます手密度低下率に影響を及iます警警告書令明らかiこすることをお表きとして、危険扇子(j)出

現頻度を検討したが、liJ村と漁村、さらに男:kでかなりの蓬がみられた。今後の淡慾としては、現在

実施している骨草野皮鏑査の追跡期聞を 7年、lOfドと縦続することが重要である。また統計的手法とし

ては脅草野皮低下型事との関迷を童悶帰分析を用いるjj淡で解析する必要がある。

現時点では、liJ村議室率?を通じていえることは、次数では閉経後急激に骨哲普段が低1ぐするということ

である。

女性にとって接持表まは滋げることができない。しかし路豪華が骨量のみならず低下室料こも影響を与える

ことが明らかになったことは、閉経告をの骨量愛低下をいかに防ぐかが、誉総務主義対策の上で今後の大き

な認定量となるであろうむ閉経時郊の女↑技会を管検診に参加させるというのはま完災的な考えとはいえ

ないが、すくなくともこの時期の女性に怜級事設療の懲発をおこなうことは必要警となると考えられる。

管草野皮低下察側としての生活習慣については昨年度のT町の報告でも示したが、生活習慣との関連

を見ると、男性では、飲酒する、喫獲しないことが、高骨密度の望:f1ZSlであり、会憶においては、月経

がある、さ尚子するなどが高骨密度の撃さ滋と考えられた。

委主;援と繁華奪還芝の喜善遂については、 Savillがる躍がアルコール費支潟と脅さ設との泌総を5号令生教によって

F志向して以来、大量飲濯が依惨事室、皮と警護追撃するとする報告2ト却が多い。しかし経度、あるいは中毒事禁

のアルコ…Jレが脅震に与える影響についてはまだ定説がない。今闘の車道J裂ではむしろ欽溶詳の方に合

努1t1立衛い傾向にあった。本研究のま露関においては、おj酉を飲んでいると主与えた男性の平均飲i商務i立、

ビールなら0.8本、日本酒なら1.6合であり、また常に飲んでいるものの剣合も51名(飲酒者の78%)

である。;この傾向からはこのま長閉め飲淑滋は、大量飲酒者とはいえず、むしろ適度の飲酒は骨密君主役

ょげうるのではないかと考えられた。
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喫煙と傍若百度の関係については、ヘピースモーカ…は令官官、皮が低く、骨折の危険が衡いと考えられ

ている。 Lawら叫 i:l.:，喫煙者と泳場堅実患者において骨密度をよt毅した29の報告をもとにmeta-analysisを行

い、言語豪華後文字主と努性では非喫主護者よりも喫煙者の方が繁華誘惑芝が悠く、骨折のリスタも高いと述べて

いる。今@]O)幸喜楽からは、女性で霊堂主事を吸う入が三生、ないため、省主主な差iま得られなかったが、男性で

は体重を誇選後しでも吸う群が吸わない若手によじベて骨密度が告まくなっており、男性においても喫煙は低

骨量の源問となるのではないかと考えられた。

運動と骨3総務1Aの関連については、若手くの研究がなされ、ヰ蓄に宅宇宙飛行士の議室韓宝設低下による骨密

度の減少の幸長吉野治安有名である開。また、おlith邸、Krolner""l? I主体操、歩行、ランニングなどの軽度か

ら中毒事疫の遂議議悲鳴議会長え牲の管議豪華持3こ再考査さであったと報告している。 Brooke-Wave詰23'らは無作為に

歩行群、手ド歩行若干Jこ割り付けた閉経後女伎の脅密度を l王手間綴要課し、歩行は骨量の減少を少なくする

と述べている。今B認の結果からは、 1長q'i'と骨密度とには統計的には有意差はみられなかったが歩行群

に骨密度減少が少ない傾向がみられた。歩行という手軽に/:I:l来るi議議告が骨密度の維持に衛費患であるこ

と古宮分かれば、今後地域住民の骨殺総長吉予防のための係樹齢iニギ誉議長であると考えられる。

管老立重重症に対する{警報が増すことは、会主主j詮や逮言語習債などのと文芸警につなが号、それによって骨密

度低下を予防した号、低下率を縮小することは可官きであると考えられる。

結論

一役住民の管後E主要変化を豪華年約』こ務らか;こするために、地主主キ幸俊の爽なるUJ材、漁村の40-79綴の

努女各年代50名言十400t，を代表伎を保つようにランダムに選ぴ、コホ…ト研究を実施し、骨草普段否定化

に彩草撃を与える要閣について検討した。

その結果、山村によとベ-r漁村の骨密度が潟いことが鳴らかになった。 背後段変化に影響を与える察

関としてE草地減とも災i畿であったのは、 5毒性に比べて女性の脅密度i立後く、淑毒事とともにす李総選定が儀

した。骨密度低下限11:遺言望書としては宥主主O)n軽量撃をぶした生活努償要害関!立、 25長室以降の牛乳絞殺 (M

村}少量Eの飲酒望号'1食 (M村}運動・歩行 (T翼T)であった。骨密度低下察関としては、糖尿病の目先役

殿 (T町)、喫煙習慣 (M村)であった。今後もiEl跡認可査を行い骨密度の総年後化を観察し、骨狙撃喜疫

の陶然史を明らかにし骨折予防に役立てたい。
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